

















ことによって，生み出した気付きを 自覚することにつながるからである。 それら 一つ一つ












































































たとえば 「一番，汚れたらいけないものって何かな ？」と問いかけ ること で，自分たち
で考えをつなぎながら ，大勢が口にする給食にほこりや汗やつばが入ったら 困ることに気
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